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哲
學
研
究
　
第
百
四
十
入
號

で
あ
ら
う
。
世
人
が
彼
れ
の
敷
説
を
科
學
の
永
績
的
財
産

ご
し
て
維
持
し
得
る
か
ざ
ヶ
か
は
兎
も
角
ざ
・
し
て
、
彼
は

到
る
こ
こ
ろ
に
お
い
て
、
猫
逸
寝
息
生
活
の
一
入
の
最
も

強
き
建
言
者
で
あ
り
、
主
働
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
濁

膚
的
な
る
、
塗
に
廼
説
に
隔
る
こ
こ
ろ
ま
で
突
進
し
、
そ

の
流
縛
的
な
る
、
途
に
自
己
撮
着
に
上
る
ビ
こ
ま
で
突
進

せ
す
に
は
居
ら
れ
ぬ
や
う
な
思
想
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま

た
世
の
多
く
の
入
達
の
や
う
に
、
た
や
正
し
き
を
互
譲
う

こ
し
た
人
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
眞
現
を
求
め
求
め
て
、
そ

れ
ゆ
ゑ
に
、
今
迄
懐
く
唐
已
の
思
想
を
顧
み
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
進
ん
で
そ
れ
を
放
棄
す
る
の
む
も
意
こ
せ
や
う

な
入
で
あ
る
。
さ
う
し
て
彼
れ
の
反
醤
者
に
は
屡
々
矛
盾

ε
見
え
る
此
内
的
生
動
性
こ
そ
は
、
我
等
に
取
っ
て
此
思

想
家
を
他
の
誰
れ
に
も
恥
し
て
、
崇
め
さ
せ
る
所
以
の
も

の
こ
思
は
れ
る
（
一
千
九
百
二
十
入
営
五
月
三
十
縫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

　
マ
ッ
ク
ス
シ
エ
ー
ラ
ァ
毅
授
は
本
月
十
九
日
に
急
病
に

て
死
去
さ
れ
ま
し
だ
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
殺
授
は
そ
の
た
め
に

二
十
一
日
に
大
學
に
て
の
李
素
の
講
義
の
時
間
最
初
の
十

五
分
を
割
き
て
、
氏
の
爲
に
吊
ひ
の
講
演
を
さ
れ
た
。
氏
の

計
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
激
授
に
ご
り
て
も
精
騨
的
に
は
鯨
程
の

痛
苦
で
あ
り
し
ご
見
え
、
こ
の
日
は
特
に
黒
服
を
着
し
、

講
演
中
に
も
顔
色
赤
く
、
眼
線
ひ
，
額
の
静
脈
一
段
の
隆

、
超
を
見
受
け
ま
し
た
〇
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ル
プ
ル
ヒ
　

耕
ゲ
藤
豚
　
僻
臥
藤
繋

彙
　
　
　
　
報

　
　
　
　
適
職
茶
話
會

六
月
十
日
（
日
曜
日
）
樂
友
理
想
階
上
に
て
西
田
教
授
講
義
終
了
た
紀
念
し
て

集
會
、
晩
餐
な
共
に
し
田
擾
教
授
の
、
訣
別
の
渇
望
に
嚢
聲
に
て
乾
杯
す
。

夜
氣
未
だ
冷
か
に
し
て
、
韓
敦
寂
し
き
も
の
あ
り
。
西
則
敏
授
懐
葱
の
騨
あ

り
て
・
曾
た
㎜
閉
づ
o
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寄
贈
郵
書
（
昭
和
三
年
五
月
一
六
月
）

　
最
近
寄
贈
ゼ
ら
れ
た
ろ
著
書
に
つ
い
て
、
左
に
内
饗
た
紹
介
す
b
詳
細
な

　
ろ
批
評
又
に
紹
介
に
別
の
楼
會
為
期
す
。

　
小
乗
佛
殺
概
論
　
　
高
三
三
海
著
京
都
藤
井
丈
政
堂
嚢
行

　
小
乗
教
は
現
在
教
派
ビ
し
て
勢
力
は
な
い
が
、
大
乗
数
研
究
に
に
必
ず
小

乗
異
蔀
為
研
究
す
ろ
必
要
あ
」
り
定
い
ふ
見
解
よ
り
し
て
、
佛
滅
後
『
　
二
百
年

頃
小
梁
敏
が
上
盛
部
、
大
衆
部
の
二
部
に
分
裂
し
六
ろ
蒔
よ
り
、
筆
な
起
し

て
、
　
二
部
各
々
分
裂
に
分
裂
為
重
れ
、
所
謂
大
衆
九
部
、
上
座
十
皿
部
に
分

れ
糞
ろ
瀬
末
、
並
び
に
各
部
の
教
理
か
宇
宙
論
定
宗
教
論
ミ
に
項
な
分
っ
て

組
織
的
に
親
明
し
穴
も
の
で
あ
っ
て
、
寵
蓮
に
「
異
郡
宗
輪
論
」
、
「
文
殊
師

利
問
継
」
「
大
毘
婆
娑
論
」
等
の
漢
諜
佛
典
三
主
重
る
原
櫨
建
し
て
あ
ろ
。

　
巻
蜘
小
に
し
μ
「
黒
ハ
部
ウ
二
輪
脇
醐
］
・
本
塩
又
た
異
厚
司
欝
昭
…
し
て
附
罵
蝶
ミ
し
て
添
へ
て

あ
ろ
。佛

詞
人
峯
義
㍑
．
醇
．
鶴
翼
－
繍
大
諾
馨

　
コ
レ
ー
ジ
ー
ー
ド
訂
フ
ラ
ン
ス
敏
授
で
、
我
が
帝
國
學
士
院
客
長
九
ろ
シ
ル

．
9
ン
．
ソ
ヴ
イ
ー
氏
の
弥
鯛
文
六
牌
扁
た
澤
田
し
糞
も
の
’
で
あ
る
〇

　
一
、
印
度
ビ
世
界

　
二
、
佛
…
教
人
日
主
義

　
三
、
波
羅
門
日
明

　
四
、
佛
教
丈
明

寄
贈
圃
書

　
五
、
東
洋
定
西
洋
（
人
丈
主
義
の
小
編
）

　
両
ハ
、
策
方
人
か
人
士
鴫
義

　
櫨
再
士
が
約
二
年
間
我
が
F
國
に
跨
卵
在
ゼ
ら
・
れ
㍉
A
■
や
一
故
國
へ
臨
岬
ら
、
れ
ん
定
す
－

る
に
當
っ
て
佛
三
叉
に
印
度
の
丈
明
に
封
ず
る
同
階
あ
り
理
解
深
き
評
論
た

置
土
産
に
さ
れ
表
定
見
る
事
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

　
日
本
政
数
の
根
本
問
題
　
（
國
薩
原
論
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
岡
正
篤
著
　
　
金
鶉
學
院
刊
行

　
金
難
丈
叢
第
二
燈
ミ
し
て
、
國
幾
及
び
政
治
に
關
す
る
世
人
の
疑
問
五
條

を
あ
げ
て
、
慾
剴
に
解
か
う
罪
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
五
條
ミ
に

　
「
國
家
に
釘
が
故
に
喰
き
や
。

　
二
、
町
政
者
ミ
民
衆
ミ
の
本
質
的
開
開
係
如
何
Q

　
三
、
天
童
に
何
が
故
に
弘
誓
不
可
侵
な
り
や
Q

　
四
、
萬
世
｝
系
の
畠
統
が
何
故
蓬
貴
至
尊
な
り
や
〇

　
五
、
A
・
臼
世
界
は
次
第
に
君
生
國
愛
じ
て
共
和
國
ぜ
な
り
、
而
し
て
是
れ

　
　
實
に
世
界
共
魎
の
政
治
約
進
歩
定
さ
れ
ろ
の
に
、
日
本
濁
り
天
皇
攻
治

　
　
を
満
標
し
得
う
も
の
な
り
や
。

寄
贈
雑
誌
薄
暑
（
昭
和
三
年
五
月
一
六
月
）

哲
學
雑
誌

丁
酉
倫
理
倉
倫
理
講
演
集

策
　
亜
　
の
　
光

昭
和
三
年
五
月

　
　
岡
　
六
月

　
　
同
　
四
月

…
二
五

　
　
第
四
九
五
號

　
　
第
三
〇
八
號

第
廿
三
巻
第
三
號
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哲
學
研
究
　
第
百
四
十
入
號

支
　
　
那
　
　
學

眞
宗
　
研
　
究

生…

撥
{
研
究

誓
學
青
年

同教
育
心
理
研
究

全
　
　
　
　
人

観
　
　
　
　
想

瀧
會
學
徒

帝
都
教
育

静
岡
縣
敏
育

信
　
濃
教
育

憎
巴
6

奈
良
縣
教
育

帝
國
大
學
薪
聞

騰同同同同同同同同同同同岡同
五四五五五五四六五六五四三蕉五
月月月月月刀月月月月月月月月

第
四
巻
第
四
號

　
　
第
十
一
號

第
五
巻
第
四
號

第
一
巻
第
七
號

第
…
巷
第
鶏
姦

第
三
巷
第
五
號

　
　
第
二
二
號

　
　
第
四
八
號

第
二
巷
第
五
號

　
第
二
七
入
號

　
第
三
七
三
號

　
第
四
九
九
號

　
　
第
…
號

　
鎮
一
入
二
二

昭
和
三
年
五
月
十
四
H
、
骨
一
日
、
へ
什
入
日
、

山ハ

蜴
l
閃
［
日
、
十
…
R
【

一
二
六


